
 

 

 

 

１．運転または建設中の発電所（設備容量 運転中：13 基 計 1128.5 万 kW、建設中：1基 計 28.0 万 kW） 

利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh）   項 目 

発電所名 

現状 

平成 19 年度 運開後累計 平成 19 年度 運開後累計 

１号機 運転中 
２２．５

２３．１ 

６７．０

６９．７ 

４．１ ７８８．２日本原子力発電㈱ 

 

敦 賀 発 電 所 
２号機 

定期検査中 
(H19.8.26～未定) 

６３．５

６８．７ 

８１．７

８２．０ 

３７．８ １,７１９．５

日本原子力研究開発機構 

 

高速増殖原型炉もんじゅ 

性能試験中 

（事故停止中） 

――――― 

（H7.12.8 中間熱交換器(C)二次系出口配管からのナトリウム漏えいに伴い、

            原子炉手動停止。) 

１号機 運転中 
２７．６

２８．６ 

５１．１

５３．６ 

４．８ ５６２．６

２号機 
定期検査中 

(H19.7.20～未定) 

５１．６

５１．６ 

６２．０

６３．６ 

１３．２ ９５７．９

関 西 電 力 ㈱ 

 

美 浜 発 電 所 

３号機 運転中 

５５．９

５５．０ 

６９．２

７０．３ 

２３．７ １,５４９．５

１号機 運転中 

８３．６

８４．３ 

６５．８

６６．９ 

５０．４ １,９３９．２

２号機 
定期検査中 

(H19.9.30～H19.12 下旬)

８６．９

８５．２ 

７２．４

７３．２ 

５２．４ ２,０８１．５

３号機 運転中 
１０１．５

１００     

８４．６

８４．７ 

６１．４ １,３８８．８

関 西 電 力 ㈱ 

 

大 飯 発 電 所 

４号機 運転中 

６５．０

６４．４ 

８５．６

８５．５ 

３９．４ １,３０５．９

１号機 運転中 

１０３．９

１００     

６８．５

６９．４ 

４４．０ １,６３４．４

２号機 
定期検査中 

(H19.8.17～未定) 

６７．８

６４．７ 

６９．０

７０．０ 

２８．７ １,５９６．２

３号機 運転中 
１０３．９

１００     

８４．８

８４．６ 

４６．４ １,４７３．８

関 西 電 力 ㈱ 

 

高 浜 発 電 所 

４号機 運転中 

６０．９

５９．７ 

８４．７

８４．６ 

２７．２ １,４４７．０

 合 計 
７４．９

６８．１ 

７２．９

７１．４ 

４３４．０ １８,４４５．１

 (注) 利用率・稼働率・電力量は平成 19 年 10 月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て。 

 

 

原子力発電所の運転および建設状況 
原子力安全対策課 

平成19年 11月６日現在

（上段）設備利用率＝ 

発電電力量 

――――――――― 

認可出力×暦時間 

×100（％）

（下段）時間稼働率＝ 

発電時間 

――――――――― 

暦時間 

×100（％）
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２．各発電所の特記事項（平成 19 年 10 月５日～11 月６日） 

発電所名 特記事項 

敦賀１号機 ○第 31 回定期検査（H19. 2.16 ～ H19.10.31※） 

 ・発電停止   （H19. 2.16   0:00） 

・原子炉起動    (H19. 8.29  19:00)、臨界( 8.29  20:20) 

・調整運転開始  (H19. 9. 1  14:00) 

・営業運転再開 (H19.10.31  17:15) 
※ 平成19年５月下旬に定期検査を終了する予定であったが、国の特別な検査、原子炉給水ポンプ

ミニマムフロー配管曲がり部からの漏えいに対応するため、９月下旬まで定期検査期間を延長

した。その後発生した再循環ポンプメカニカルシール機能低下に対応するため、定期検査期間

を更に延長した。 

敦賀２号機 ○第 16 回定期検査（H19. 8.26※１ ～ 未定※２） 
・発電停止   （H19. 8.26   0:00） 
※１ 発電設備の総点検結果を踏まえた国の特別な検査に対応するため、年度当初計画（平成 19

年９月上旬開始）を前倒し、平成19年７月下旬開始を予定していたが、新潟県中越沖地震発生

に伴い、作業員確保が困難なことから、定期検査開始を延期した。 

※２ 平成 20 年１月中旬に定期検査を終了する予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での

傷の原因調査等により、定期検査終了時期は未定である。 

●蒸気発生器入口管台溶接部での傷 

・蒸気発生器の１次冷却材出入口管台溶接部内面の渦流探傷試験を実施

したところ、Ａ、ＢおよびＣ－蒸気発生器入口管台溶接部で有意な指示

が認められた。 

・超音波探傷試験等の結果、最大深さが約 13mm の傷が確認された。 

・今後、傷が確認された箇所について、スンプ観察等を実施するととも

に、試料を採取し、試験研究機関にて破面観察や化学分析等を実施する

予定である。     （平成 19 年 10 月 18 日、11 月２日 公表済）

ふげん ○廃止措置準備中 （H18.11. 7  廃止措置計画認可申請） 

○第 20 回定期検査（H18. 9.29 ～ H19.10.31※） 
※ 平成 19 年９月下旬に定期検査終了予定であったが、固体廃棄物処理系の配管取替えや、原子

炉補助建屋の構造健全性確認を実施するため、定期検査期間を延長した。 

もんじゅ ○初装荷燃料の変更計画(H18.10.13 原子炉設置変更許可申請、 

H19. 5.25 一部補正) 

○プラント確認試験（H19. 8.31 ～ H20.８月予定※） 
※ プラント確認試験は、平成 20 年５月終了予定としていたが、プラント全体の確認をより慎重

に行うため、試験項目および工程の見直しを行い、試験期間を延長した。 

○平成 19 年度設備点検（H19. 4. 2 ～ H20.３月予定） 

美浜２号機 ○第 24 回定期検査（H19. 7.20 ～ 未定※） 

 ・発電停止   （H19. 7.20  10:30） 
※ 平成 19 年 11 月下旬に定期検査を終了する予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での

傷の原因調査等により、定期検査終了時期は未定である。 

●Ａ－蒸気発生器入口管台溶接部での傷 

 ・蒸気発生器の１次冷却材出入口管台溶接部内面の渦流探傷試験を実施

したところ、Ａ－蒸気発生器入口管台溶接部で有意な指示が認められ

た。 

・超音波探傷試験等の結果、最大深さが約 13mm の傷が確認された。 

・当該溶接部内面について、金属組織観察を行ったところ、溶接部で結

晶境界に沿った割れが認められた。また、ステンレス製短管の母材部で

も傷が認められ、粒界に沿って枝分かれした割れが認められた。 

・今後、割れが発生した原因を詳細に調査するため、入口管台溶接部お

よび配管の一部を切断し、試験研究機関にて破面観察や化学分析等を実

施する予定である。   （平成 19 年９月 25 日、10 月 18 日 公表済）

○：定期検査関係、●：異常事象 
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発電所名 特記事項 

大飯２号機 ○第 21 回定期検査（H19. 9.30 ～ H19.12 月下旬予定） 

 ・発電停止   （H19. 9.30  10:00） 

大飯３号機 ●プラント排気筒からの僅かな希ガスの放出 

 ・定格熱出力一定運転中の 10 月 24 日、試料採取室の４号機試料採取用

弁が開状態で、試料採取フード内のシンクに一次冷却材が流れ出ている

のが確認された。 

 ・当該弁から流れ出た１次冷却材(約 320 ㍑)は、全て試料採取フード内

シンクのドレン系統で回収された。また、当該弁が開状態の間、３号機

プラント排気筒から、１次冷却材に含まれていた放射性希ガスが環境に

放出されたと評価されたが、放出量(約 5.0×108Bq)は、放出管理目標値

(3.9×1015Bq／年)に比べ十分低く、周辺環境への影響はない。 

・原因は、１次冷却材の試料採取を当日実施しており、試料採取後に試

料採取用弁の閉止操作を確実に実施しなかったためと判明した。 

・対策として、試料採取員全員に基本動作を再徹底するとともに当該弁

操作系の設備改善等を実施する。 

 （平成 19 年 10 月 24 日、10 月 26 日 公表済）

高浜１号機 ●Ａ－非常用ディーゼル発電機の待機除外       （添付資料－１）

高浜２号機 ○第 24 回定期検査（H19. 8.17 ～ 未定※） 

 ・発電停止   （H19. 8.17  10:31） 
※ 平成 19 年 11 月上旬に定期検査を終了する予定であったが、制御棒クラスタ動作検査時の制

御棒の動作不良の原因調査等により、定期検査終了時期は未定である。 
●制御棒クラスタ動作検査時の制御棒の動作不良 

・制御棒クラスタ動作検査において、全ての制御棒位置が全挿入位置に

あるべきところ、制御棒１本がほぼ全引き抜き位置にあることが確認さ

れた。 

・当該制御棒の位置指示装置を点検した結果、異常はなかった。 

・原子炉容器上部ふたを開放し、当該制御棒および燃料集合体、制御棒

クラスタ案内管等について、カメラによる目視点検等を実施した結果、

制御棒クラスタ案内管下部のＣチューブ１本と当該Ｃチューブを通過

する制御棒クラスタ表面に連続した複数の筋状模様が確認され、駆動軸

の表面には、挿入が困難になった位置付近でこすれ痕が確認された。 

・今後、筋状模様の発生原因や制御棒動作不良との関係等について詳細

な調査を行うとともに、全ての燃料集合体および原子炉容器底部の点検

を行う。  （平成 19 年 10 月２日、10 月 10 日、10 月 26 日 公表済）

○：定期検査関係、●：異常事象 
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３．燃料輸送実績（平成 19 年 10 月５日～11 月６日） 

 

＜新燃料輸送＞ 

 

＜使用済燃料輸送＞ 

発電所名 概   要 

高浜１号機 ・使用済燃料 56 体を青森県の日本原燃㈱使用済燃料受入れ貯蔵施設

に輸送（10 月４日搬出、10 月９日着） 

大飯２号機 ・使用済燃料 28 体を青森県の日本原燃㈱使用済燃料受入れ貯蔵施設

に輸送（10 月５日搬出、10 月 10 日着） 

美浜２号機 ・使用済燃料 30 体を青森県の日本原燃㈱使用済燃料受入れ貯蔵施設

に輸送（10 月７日搬出、10 月 10 日着） 

 

 
４．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 19 年 10 月５日～11 月６日） 

なし 

 発電所名 概   要 

高浜４号機 ・新燃料集合体 24 体を三菱原子燃料(株)より受け入れ（11 月６日）
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（参考） 
 

１．記者発表実績（平成 19 年 10 月５日～11 月６日） 
年月日 番号 発  表  件  名 

H19.10.10  58  高浜発電所３、４号機の低圧タービン取替計画に係る事前了解願いについて 

H19.10.10  59  
高浜発電所２号機の定期検査状況について（制御棒クラスタ動作検査時の制御棒

の動作不良の点検状況） 

H19.10.18  60  
敦賀発電所２号機の定期検査状況について（蒸気発生器入口管台溶接部での傷に

ついて） 

H19.10.18  61  
美浜発電所２号機の定期検査状況について（Ａ－蒸気発生器入口管台溶接部での

傷の調査状況） 
H19.10.24  62  大飯発電所３号機プラント排気筒からの僅かな希ガスの放出について 

H19.10.26  63  
高浜発電所２号機の定期検査状況について（制御棒クラスタ動作検査時の制御棒

動作不良の点検状況） 

H19.10.26  64  
大飯発電所３号機プラント排気筒からの僅かな希ガスの放出について（原因と対

策） 
H19.10.31  65  敦賀発電所１号機の営業運転再開について（第３１回定期検査） 

H19.10.31  66  新型転換炉ふげん発電所の第 20 回定期検査の終了について 

H19.11.01  67  第１６０回福井県原子力環境安全管理協議会の開催について  

H19.11.02  68  
敦賀発電所２号機の定期検査状況について（蒸気発生器入口管台溶接部での傷の

調査状況） 

H19.11.06  69  高浜発電所４号機の新燃料輸送について 

 
 
２．主な出来事（平成 19 年 10 月５日～11 月６日） 

年月日 概      要 

H19.10.05 ・原子力安全委員会は、原子力発電所における地震時の火災防護対策強化の参考のため、

関西電力㈱大飯発電所の調査を実施 

H19.10.19 ・(独)日本原子力研究開発機構は、新型転換炉ふげん発電所における原子炉補助建屋の構

造健全性確認について、国、県および立地市町に報告 

H19.10.22 ・国際シンポジウム「軽水型原子力発電所高経年化対策研究と今後の方向」開催（福井市）

（～23 日、主催：㈱原子力安全システム研究所） 

H19.10.24 ・県は、大飯発電所３号機での放射性希ガスの放出事象を含め、トラブルが続いているこ

とから、関西電力㈱に厳重注意するとともに、トラブル防止に万全を期すよう申し入れ

H19.10.25 ・原子力講演会開催（福井市）（主催：福井工業大学、(独)日本原子力研究開発機構） 

・県は、関西電力㈱に改めて厳重注意するとともに、安全管理の徹底等について要請 

H19.10.26 ・「原子力と科学」教養講演会開催（福井市）（主催：福井大学、(独)日本原子力研究開発

機構） 

H19.10.27 ・福井県原子力安全専門委員会（第 40 回） 

・「もんじゅ」に関する説明及び討論会（敦賀市）（主催：(独)日本原子力研究開発機構）

H19.11.05 ・福井県原子力環境安全管理協議会（第 160 回：敦賀市） 

 

5



 
 

平成１９年度安全協定に基づく軽微な異常事象 

 
高浜発電所１号機 Ａ－非常用ディーゼル発電機の待機除外 

 

・発生日：平成19年11月５日 

・放射能による周辺環境への影響：なし 

・国の取扱い：未定 

・安全協定上の取扱い：異常事象（第７条第５号「発電所に故障が発生したとき」） 

 

１．概要 

  定格熱出力一定運転中の11月５日、２台ある非常用ディーゼル発電機のうちＡ号機の定期起動試

験（１回／月）のため、14時10分に現場で同機の起動スイッチを操作したが起動せず、14時11分

に「Ａディーゼル発電機故障」等の警報が発信した。 

  このため、14 時 15 分に保安規定の運転上の制限※１を満足していないものと判断し、Ａ号機を待

機除外※２とした。なお、保安規定に基づき、15時18分から29分にかけて、Ｂ号機の起動試験を行

い、動作可能であることを確認した。 

この事象による環境への放射能の影響はなく、プラントの運転にも影響はない。 
 

  現在、Ａ号機が起動しなかった原因について調査中である。 
 
※１ 保安規定の運転上の制限： 

運転中は、非常用ディーゼル発電機２台が動作可能であることが求められている。１台が動作不能（待機
除外）となったときは、残りの１台について起動試験を行い、動作確認を行うことが定められている。 

※２  待機除外： 
通常、いつでも起動できる状態（待機状態）にある機器を、点検等のために自動起動できない状態にする
こと。 

添付資料―１ 
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電源系統概要図

高浜発電所１号機　Ａ－非常用ディーゼル発電機の待機除外について

主変圧器

：しゃ断器「入」

：しゃ断器「切」

：充電中

：停電中(22kV母線)

タービン

　起動試験で起動しなかった

事象概要

起動変圧器

４－１Ａ母線 ４－１Ｂ母線

ＤＧ ＤＧ

５００kＶ母線

P

常用高圧母線
(6.6kV母線)

送電線

４－1Ｃ1，C2，D母線

待機→待機除外

・1次冷却材ポンプ
・循環水ポンプなど

待機

P

G

所内変圧器

Ａ-非常用ディーゼル発電機

安全系の
ポンプ等

非常用高圧母線
(6.6kV母線)

安全系の
ポンプ等

Ｂ-非常用ディーゼル発電機
起動試験（無負荷運転）
を実施し、動作可能であ
ることを確認した

発電機

【ディーゼル機関の仕様】
型　 式　：水冷Ｖ型　１２気筒
全　 長 ： 約６．７ｍ
全　 高 ： 約３．３ｍ
全 　幅 ： 約３．５ｍ

非常用ディーゼル発電機概要図

運転中

ディーゼル機関

発電機

（出力 ： ３，９００　ｋＷ）

発電機

ディーゼル機関概要図

非常用ディーゼル発電機　： 外部からの電源が喪失した場合に、安全
系のポンプ等に電源を供給する発電機
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